








ムの影響（e.g., 西崎・永井・河原・熊田 , 2010）や
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る 56 名（男性 39 名、女性 17 名）を分析対象とした。
自家用車は、軽自動車 33 名、5 ナンバー普通車 14 名、
３ナンバー普通車６名となり、欠損が 3 名であった。




















































































































































































（AQ）尺度を本調査では 4 件法（1 を「全く当てはま


























性 が 2.74 （sd=0.64）、 女 性 3.16 （sd= 0.61） と な
り、 女 性 の 方 が 有 意 に 高 か っ た（t（1998）=-15.1, 
p<.0001）。一方、運転版イライラ尺度では男性が






見られた。年齢を 10 から 20 歳代、30 から 40 歳
代、50 歳以上に 3 分類し、その年齢カテゴリーと性
別を用いて、下位尺度それぞれの平均値を Figure1 か
ら Figure3 に示す。なおそれぞれのカテゴリー別の頻
度は、男性 10-20 歳代 244 名、30-40 歳代 466 名、
50 歳 以 上 367 名、 女 性 で は、10-20 歳 代 378 名、































































向性 r=0.53, p<0.001、想像性 r=0.21, p<0.001）。





























































他者志向性 0.39*** 0.03 -0.22***
自己志向性 -0.18*** 0.53*** 0.04
想像性 0.17*** 0.21*** 0.01
視点取得 0.45*** 0.02 -0.22***
運転の自信 0.15*** -0.54*** 0.17***
運転消極性 0.02 0.26*** -0.25***
せっかちな運転 -0.19*** -0.15*** 0.49***
几帳面な運転 0.43*** -0.07 -0.19***
事前準備 0.25*** -0.05 0.12***
ステイタ・スシンボル 0.06 -0.09*** 0.19***
不安定な運転 -0.16*** 0.31*** 0.18***
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